
栗平２号砂防堰堤 無人化施工 技術賞 を受賞！

○紀伊山系砂防事務所・株式会社中和コンストラクションによる「紀伊山系砂防事業～山間部の電波不感地帯における
衛星通信を用いた無人化施工の実施～」が「令和７年度土木学会関西支部 技術賞 」を受賞しました。

○現場は、山間部で、携帯電話や無線通信の届かない「電波の不感地帯」かつ、現場と現場事務所とが約８㎞離れてい
ます。生産性向上と省人化を目的に現場事務所に設置した操作室から衛星通信を用いて無人化施工を実現しました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 紀伊山系砂防事務所 工務課
〒６３７－０００２ 奈良県五條市三在町１６８１
ＴＥＬ０７４７－２５－３１１１（代表）

R8.3.4～山間部の電波不感地帯における衛星通信を用いた無人化施工の実施～

＜取組概要＞
➢ 平成23年台風12号の影響で、奈良県十津川村栗平

地区では、約2,384m3の崩落が発生し、河道閉塞

による 湛水池が形成されました。現在は埋立てが

完了し、越流・決壊等のおそれは低下しましたが、

河道閉塞部の堆積土や崩落地内の不安定土砂の下流

域への流出を防止するため砂防堰堤を整備しており、

栗平２号砂防堰堤の施工では、山間部の「電波不感

地帯」における衛星通信を用いた無人化施工を採用

しました。

＜土木学会関西支部 技術賞とは＞
土木技術の発展に貢献する優れた業績を表彰することにより、その成果をたたえるとともに

支部会員の意識の高揚を図ることを目的として昭和57年（1982年）に設けられた表彰制度です。

栗平２号砂防堰堤
完成写真

＜授賞理由＞
➢本業績は、携帯電話や無線通信の
電波が届かない「電波の不感地
帯」において、後付け可能な汎用
型遠隔操縦装置と遠隔操作の対象
建機を切替可能な操作卓を開発し、
現場と事務所が離れている場所で
ありながら複数の重機を少人数の
オペレーターで作業するなど省人
化、生産性向上を成し遂げている。
通信環境の整備など様々な技術を
駆使し無人化施工の実現、生産年
齢人口の減少や災害対応など建設
現場の社会的課題に対応した先進
的な取り組みと評価し、技術賞と
した。

後付け可能な汎用型遠隔操縦装置を搭載したバックホウのコックピット

走行ペダル周り近景 操作レバー周り近景後付け遠隔操縦装置を搭載した操縦席全景

無人化施工（現場）全景： INSEM材製造機 無人化施工（操作室）全景

作業員視点の画像
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